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資料１



１.機能的でコンパクトな駅空間 

基本的な考え方（自動車）

・交通量が多い周辺道路への影響を考慮し、交通の分散化（北口）と区画道路への集約（南口）により、周辺交通の

円滑化を図ります。 

 周辺道路の交通量が多い北口は、土曽川横断道路の整備により交通を分散させます。 

 東西道路（区画道路）が整備される南口は、出入口を交通量が少ない東西道路に集約します。

 迂回せずに到着できるよう、駐車場へのアクセス・満空情報を案内します。 

・広域へアクセスしやすい北口に交通広場、周辺へアクセスしやすい南口に日常利用に対応した乗降場を設けます。 

・交通広場と乗降場は、コンパクトで停車・発車がしやすい右回りのロータリー式とします。

・駐車場へは左折入場とし、対向交通との交錯防止を図ると伴に、場内道路の円滑化を図ります。

基本的な考え方（歩行者）

・訪れる全ての人にとって、わかりやすく、乗換えしやすい駅空間とします。 

 インフォメーションや待合施設を備えた高架下空間を中心に、各施設を見渡せ、段差無くつながる空間構成と

し、キャノピーを設けることで雨に濡れずに移動できるようにします。<市民 WS・障害者団体ﾋｱﾘﾝｸﾞを反映>

 目的の乗場が判断しやすくなるよう、公共交通の乗降場を北口交通広場に集約します。<交通事業者ﾋｱﾘﾝｸﾞを反映>

・バリアフリーに対応したフットパスを設け、駅周辺と歩いてつながる動線を確保します。 

基本的な考え方（自転車）

・自転車は、迂回せずにアクセスできるよう、東西両側に駐輪場を設けます。 

交通量が多い北口交通の分散 

（駅へ向かう一方通行） 

自動車でのアクセス 

駐車場への動線 

交通広場と乗降場の動線 

駐車場の“満空”案内 

総合情報案内のイメージ 

至 座光寺ＰＡ スマートＩＣ

乗換新駅や駅周辺へのつながる

バリアフリー動線 

歩行者のバリアフリー動線 

乗換時に段差無くつながる空間 

自転車でのアクセス 

公共交通の乗降場の集約 

改札を起点に交通広場・乗降場・

駐車場へ段差無くつながる空間 

キャノピーによる天候バリアフリー 

至 飯田市中心市街地
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１.機能的でコンパクトな駅空間 

基本的な考え方（交通広場 及び 乗降場）

・交通広場は、交通機能ごとに車両動線を分離し、乗降場における各種交通の交錯を防ぎます。

・公共交通の乗降場は、交通事業者の意見を踏まえ、以下の台数を確保します。 

 高速バス：2 台（北口）、観光バス：3 台（北口）、路線バス：1 台（北口） 

 タクシー：2 台（北口及び南口） 

・一般車の乗降場は、北口（福祉バース含め 5台）及び南口（福祉バース含め 4 台）で確保します。 

・観光シーズンの交通集中時に対応できる多目的空間を隣接地に確保します。 

・家族や荷物を持った旅行者が、並んで歩ける十分なスペースを確保します。 

道路空間の代替機能

・移動経路が絶たれた場合や、広場内で緊急の対応が必要な場合は、南北道路や土曽川横断道路の活用により、

周辺道路への移動経路や、緊急車両が近くまで乗入れられる経路を確保します。 

・南北道路は、交流広場を活用したイベントの開催時には、キッチンカー等の関係車両の通路としての活用も

可能となります。 

将来への可変性

・リニア開業後の交通手段や需要の変化に対応できる、可変性を備えた計画とします。 

 新たに必要となる自動運転車等の待機場や充電スタンドなどは、需要の変化に応じて乗降場に近い立体駐車

場や多目的空間が活用できます。 

 乗合モビリティの乗降場は、乗降スペースが確保された交通広場を活用できます。 

 広場内に人とモビリティが共存できる配車動線を確保することで、立体駐車場と連携し、短時間で配車・乗

車が行える新たな送迎ゾーンとして活用できます。

自動運転による人とモビリティの共存 

パーソナルモビリティ・小型モビリティの充実 

非常時の代替経路 

人とモビリティが共存できる配車動線を確保 

広場内で小型モビリティの乗降が可能 

多目的空間： 

開業時は、交通集中時の待機や、レン

タカー、カーシェア等の活用スペース。 

利便性を向上させるため、交通広場を

見通せる位置に配置。

乗合モビリティの動線のイメージ 

小型モビリティの動線のイメージ 

立体駐車場は自動バレーパーキ

ング（駐車、出庫を自動的に行う

駐車場）としての活用を検討 

多目的空間は地域を巡回する

乗合モビリティの待機場とし

て活用可能 

乗合モビリティの乗降は

開業時の交通広場を利用 

駐車場の需要が減った場合は

他用途への変更も可能 

将来の変化に対応した活用場所(案) 

将来の乗降場の位置(案) 

リニア長野県駅

リニア長野県駅

北口交通広場 

Ａ-Ａ断面 

南口乗降場 

Ｂ-Ｂ断面 

出典：EASYMILE HP

出典：Dijon Metropole Tourist Office HP
出典：RE・WORK HP

出典：経済産業省 HP

自動バレーパーキングのイメージ 

南北道路： 

普段はイベント開催時のキッチン

カー等の関係車両の通行に利用。

非常時は一般車の通行が可能 

土曽川横断道路： 

普段は駅へ向かう一方通行

の道路として利用。非常時は

両方向の通行が可能。 

自動運転による配車も検討 

自動運転による配車も検討 
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２.信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間 

基本的な考え方 

・飯田・下伊那地域には、約 2,300 種の植物が分布していることから、地域の樹種、草花によ
り、伊那谷の四季の景観を演出する植栽とします。 

・北側については、アルプスの山並みを背景とする「里山・森」をテーマとした植栽演出とし
ます。 

・南側については、飯田・下伊那地域の方々に身近な「里地里山」をテーマとした植栽演出と

します。 

駅南側の植栽

◆南口広場は、里地里山のイメージで常緑・落葉広葉樹等を中心に構成します。 

◆丘陵部の雑木林、農地、果樹園など周辺地域の里地里山を表出する樹種選定を行い、「テラス」と

一体的な植栽景観を演出します。 

外周植栽（北側）
・駅周辺の外郭を形成する植栽として、カラマツ、アカマツ

等の郷土種から選定し、連続的な景観を演出します。 

▲信州伊那梅園
出典：長野県宅地建物取引業協会 南支部

▲よこね田んぼ 出典：飯田市

外周植栽（南側）
・駅周辺の南側の外郭を形成する植栽として、里地・里山の

広葉樹等の郷土種から選定し、連続的な景観を演出しま
す。 

▲街路樹(札幌市) ▲りんご並木(飯田市)
出典：飯田市 HP

出典：札幌市 HP

駅北側の植栽

◆北口広場は、里山・森のイメージで常緑・落葉の針葉樹等を中心に構成します。 

◆外周の針葉樹並木と一体的に、円錐形状の針葉樹種など、遠景のアルプスの峰々との調和を演出

します。 

▲真鍋庭園(北海道帯広市) 出典：第一園芸 出典：北海道立総合研究機構▲ハルニレ

ポイント・シンボル植栽
・アイストップやランドマークなどの焦点となる位置について

は、ハナノキ、ヤマボウシ等の郷土種から存在感がある樹種を
植栽します。 

▲ハナノキ 出典：飯田市 HP 出典：緑化樹木ガイドブック▲ヤマボウシ 

フットパス植栽（アプローチ）
・駅とまちとを繋ぐフットパスの動線毎に、異なる樹種・

草花によって個性的な景観を演出します。 
・丘陵部の郷土種を選定し配置します。 

▲リンゴ並木(飯田市) 出典：飯田市

交流
広場 

ｺﾐｭﾆﾃｨ
広場 

テラス
・交流広場やコミュニティ広場等を中心としたエリアについて

は、飯田・下伊那地域の自然景観を壇状テラスのデザインと
して、人と自然の共生空間を演出します。 

▲菜の花・ムラサキハナナ・リナリア
出典：兵庫県 園芸公園協会

▲ハルニレテラス(長野県軽井沢町)
出典：朝日新聞

▲飯田市内の花々 
出典：飯田市 HP

▲飯田市内の里山 出典：飯田市

北 側

南 側

フットパス 

ポイント・シンボル植栽 

テラス 

交流
広場 

1 - 5



３.自然との調和を目指した駅空間

基本的な考え方 

・再生可能・未利用エネルギーを活用し、信州・伊那谷らしさを感じることができるエネルギー供給の仕組みづく

りを行い、地域内経済循環を創りだすとともに、地域内モデルとしての普及も含め、 野県が取り組む RE100（注

の思想を体現し、環境モデル都市飯田の取組を地域内外に感じてもらえる駅空間となるよう、駅周辺地区内のゼ

ロエミッション化を目指します。 

・グリーンインフラ（自然の多様な機能を活用したインフラ）を積極的に用い、環境に優しい癒しの空間を創出し

つつ、防災機能、維持管理に優れる持続可能な駅空間とします。 

⑤エネルギーセンター
・地域の森林資源（木質チッ

プ又はペレット）等を活用
したエネルギーの域産域消
に取り組みます。 

・エネルギーの仕組み等を体
感できる展示スペース等を
確保します。 

③地域木材の活用（キャノピー、分棟建物） 
・地域内経済循環として、地域の木材を活用したキャノピーや省エネ

仕様の分棟建物（魅力発信施設）を配置します。 
・キャノピー上屋等には太陽光パネルを設置し、蓄電システム等によ

る再生可能エネルギーの導入を図ります。 

④水盤・井水等
・本地区が「   貫 路」の受益地であることから水を活かした修

景を施します。 
・風景を写し込む水盤は、伊那谷の美しい四季を伝えると伴に、夏は

子どもたちが水と触れあえる空間とします。 

⑥調整池 
・洪水調整の機能に加え、地域の多様な

生物・植物が生息でき、季節の変化が
感じることができる多機能な空間と
します。 

②レインガーデン（雨庭・雨花壇等） 
・植栽する場所やフットパス側部等に窪地等を

計画的に配置し、雨水流出の抑制、生物多様
性、夏季における気温低下等を提供する空間
とします。 

▲京都太秦キャンパスの枯山水 出典：京都学園大学 ▲レインガーデン 出典：ポートランド市資料

▲木質バイオマス発電
出典：VOLTER

▲エネルギー利用の紹介

出典：とよた Ecoful Town HP

▲柏の葉 アクアテラス(千葉県柏市)
出典：itot HP

①フットパス、舗装等
・地域の魅力ある資源と駅とを繋ぐフットパス

を計画的に配置します。 
・植栽、透水性・保水性舗装等による夏季の気

温低減を図ります。 

▲上小岩親水緑道 出典：江戸川区HP ▲透水性舗装 出典：(株)ヴェルデン・ウッド

①②

⑤ ③

④

⑥

⑥

①②

駅周辺地区における資源・エネルギー循環（イメージ）

▲森林(長野県)

▲スギの原木 出典：FAAVO

・市域の 84％が森林に囲まれている特性を活かしながら、林業等の

地域産業の活性化と、エネルギー自立に向けた「資源・エネルギー

循環」の仕組みづくりを展開します。 

注）ＲＥ100：「Renewable Energy 100％」の略称。事業運営に必要なエネルギーを 100%、再生可能エネルギーで賄うことを目標
とするもの。 

③
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